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B1F　滝見小路（お食事店舗街）

B2F　有料駐車場

空中庭園展望台入場料
は、期間中特別割引
※入場券をご購入の際、この
チラシをご提示ください。
通常７００円のところを特別
価格５００円で入場できます。

■梅田スカイビル

40F 空中庭園展望台ギャラリー

36F スカイルーム

1F ロビー

平成24年度 障害者週間協賛行事　大阪実行委員会事務局
TEL.06-6440-3901　　FAX.06-6440-3876
〒531-6023　大阪市北区大淀中1丁目1番88号　梅田スカイビル タワーイースト23F
積水ハウス梅田オペレーション株式会社 内

お 問 い 合 わ せお 問 い 合 わ せ

http://www8.cao.go.jp/shougai/contents.html
全国の障害者週間キャンペーン情報については

主催：障害者週間協賛行事　大阪実行委員会
後援：内 閣 府

会場案内図

12月3～9日は 「障害者週間」です

障害者の就労と自立を支援する社会づくりのために

平成2 4年度　障害者週間協賛行事
～障害者優先調達推進法成立がもたらす変化～

　障害者基本法では、毎年１２月３日から１２月９日までの１週間を「障害者週間」と

定めています。これは、障害や障害のある方に対する社会の理解と関心を深めると

ともに、障害のある方の社会参加への意欲を高めることを目的としたものです。

　大阪での障害者週間協賛行事は今年で8回目となります。障害者・市民・経済団

体・民間企業・ＮＰＯが一体となって開催することで、徐々に定着してまいりました。

その一つに、シンポジウムの開催があります。このシンポジウムは、障害者の自立

と就労、社会参加を目指すことを軸に、行政・ＮＰＯ・市民が互いに理念を尊重しな

がら、協働関係について考える場です。企業・福祉関係団体のほか、障害者当事者

や親の会の方々、教育関係者・学生など、さまざまな立場の人が自由に参加し、「実

践的な発題」「参加する啓発事業」として有意義なものとなることを目指しています。

　関連行事として「みんなでつくる共生社会パネル展」をはじめ、障害者による芸

術作品展「コラボ・アート２１」、障害者の手づくり作品を販売するバザーなどを開催

しています。さらに、企業の社会的責任（ＣＳＲ）に積極的に取り組む関西の企業を

中心に、その一環である障害者の自立と社会参加を支援するための活動を紹介す

る「障害者の社会参加を支援する企業展示会」を開催しています。ここ数回はＮＰＯ

にも参加を呼び掛け、多彩な展示会となっています。

　共に生きる社会づくりのために、一人でも多くの方の参加をお願いいたします。  



プ ロ グ ラ ム

障害者と社会をつなぐシンポジウム

※シンポジウムに参加いただいた方は、当日の空中庭園展望台入場料が無料となります。ぜひ展示会もご覧ください。

インターネットからお申し込みください。締め切りは11月30日（金）です。
※会場の都合上、定員になり次第、受け付けを終了する場合があります。あらかじめご了承ください。

お申し込みは、こちらから⇒　http://www.skybldg.co.jp/event/together/2012/
シンポジウム
参加申し込み方法
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入場無料

■主催／障害者週間協賛行事　大阪実行委員会
■後援／内閣府、大阪府、大阪市、堺市（各予定）
　　　　社会福祉法人大阪府社会福祉協議会
※障害者週間協賛行事　大阪実行委員会は、公益社団法人関西経済連合会、大阪商工会議所、一般社団法人関西
経済同友会、社会福祉法人大阪ボランティア協会、社会福祉法人大阪手をつなぐ育成会、NPO法人トゥギャザー
で構成されています。

■会場／梅田スカイビル
　　　　タワーイースト３６Ｆ スカイルーム

12月5日（水）13：30～17：00

13：30～

13：40～

14：30～

主催者あいさつ
来賓あいさつ

基調講演「障害者優先調達推進法の概要および各自治体、企業の対応」
関口　彰さん（厚生労働省　社会・援護局　障害保健福祉部　障害福祉課　課長補佐）
パネルディスカッション
「法成立を受けた障害者自立・就労支援における地域、施設、企業の取り組み」
■第1部：現状把握と問題提起
パネリストの方々に、それぞれの立場から現状と今後の
課題などを紹介していただきます。
西岡　正次さん
（豊中市　市民協働部　雇用労働課　理事）

久保　厚子さん
（社会福祉法人 全日本手をつなぐ育成会　副理事長）

高橋　信二さん
（社団法人 滋賀県社会就労事業振興センター　常務理事）

井上　邦夫さん
（大日本印刷株式会社　労務部長）

１5：45～１7：00
■第2部：パネルディスカッションと
　　　　　質疑応答

（15：30～15：45　休憩）

1955年1月、大阪府生まれ。大学で電子工学を

専攻するも、学生時代に交通遺児問題、地下鉄

バリアフリー化問題などにかかわる市民活動に

次々に参加。卒業後、フランス・ベルギーの障害

者グループホームで研修。78年、社会福祉法人

大阪ボランティア協会に就職。91年、事務局長

に就任、後に常務理事を兼任。2010年、同協会

事務局長を退任。他に「新しい公共」推進会議構

成員、日本ＮＰＯセンター代表理事などを務め

る。ビートルズをこよなく愛するワイン党、大の

阪神タイガースファン。障害者週間協賛行事　

大阪実行委員会委員長。

〈コーディネーター〉早瀬　昇さん
（社会福祉法人大阪ボランティア協会　常務理事）

パネリスト
プロフィール
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みんなでつくる共生社会パネル展

大阪府下の小中学生が描いた「障害者週間のポスター」ならびに「心の輪を広げる
体験作文」の優秀作品を展示します。

■主催／障害者週間協賛行事　大阪実行委員会

会 場 40F　空中庭園展望台ギャラリー12月1日（土）～9日（日） 10：00～19：00

「コラボ・アート２１」公開展示会

今年度で12回目を迎える「コラボ・アート21」は、障がいのある方々から
寄せられた芸術作品の展示会です。応募総数904点の中から選ばれた30点
の力作をぜひご覧ください。また、過去に最優秀賞を受賞された作者の芸術
作品8点を3Ｆの空中庭園入場回廊で展示します。あわせてご覧ください。

■共催／関西電力株式会社、財団法人関西電力共済会館
※12月4日（火）11：00～12：00　表彰式開催

障害者の社会参加を支援する企業展示会
■主催／障害者週間協賛行事　大阪実行委員会
　　　　障害者と企業をつなぐ展示会分科会
障害者の自立と社会参加を支援する企業・団体の
取り組みを紹介します。

■出展企業・団体（24団体／50音順）

とっておきのさをり展
さをり織りは、誰もが楽しめる現代手織りです。世界に一つのオリジナル作品が、全国
から約3000点集まります。また、昨年に引き続き、東北への思いを込めて全国の仲間
が織った「おもいのかたち」マフラーを展示販売するとともに、「東北てしごとマル
シェ」と題して、東北でつくられた手仕事の品を販売するコーナーを設けます。三陸さ
をりプロジェクトブランド「SAORIAS」作品も登場します。

■主催／NPO法人さをりひろば、
　　　　一般社団法人COOP SAORI

会 場 タワーウエスト１Ｆ　ロビー12月11日（火）～16日（日） 10：00～19：00
（最終日は16：00まで）

ふれあいトゥギャザー
～障害者による手づくり作品展示・販売会～

ここで販売するすべての製品は、障
害のある方々の手によるものです。
今年も昨年同様、東日本大震災被災
地の復興を支援するため、現地の障
害者施設の製品も取りそろえまし
た。その他、全国の障害者施設から
取り寄せた商品も販売します。ぜひ
お立ち寄りください。

■主催／NPO法人トゥギャザー、セルプショップ ぶなの森
■後援／社会福祉法人大阪府社会福祉協議会

会 場 タワーウエスト１Ｆ　ロビー12月4日（火）～9日（日） 11：00～19：00
（初日は１７：００から）

障害者の就労と自立を支援する社会づくりのために
～障害者優先調達推進法成立がもたらす変化～

株式会社アイエスエフネット
株式会社インサイト
大阪ガス株式会社
大阪商工信用金庫
関西電力株式会社
株式会社きると

ＮＰＯ法人さをりひろば
ＮＰＯ法人Deep People
ＮＰＯ法人トゥギャザー
ＮＰＯ法人み・らいず

西日本高速道路エリア・パートナーズ倶楽部
西日本電信電話株式会社
株式会社ニッセイ・ニュークリエーション
（日本生命保険相互会社の特例子会社）

富士ゼロックス株式会社
プレジャーサポート株式会社

株式会社ダイキンサンライズ摂津
（ダイキン工業株式会社の特例子会社）

大日本印刷株式会社
株式会社ダスキン
凸版印刷株式会社

近畿労働金庫
サントリーホールディングス株式会社
シャープ株式会社
住友生命保険相互会社
積水ハウス株式会社

西岡　正次（にしおか　まさじ）さん 
豊中市　市民協働部　雇用労働課　理事

豊中市市民協働部理事、豊中市パーソナル・サポートセンター所長。２００６
年から雇用・就労支援分野を担当。就労支援事業や無料職業紹介事業を
はじめ、地域・自治体から雇用・就労支援施策の体系化に取り組む。障が
い者雇用促進に向け、市リサイクル事業での障がい者雇用計画を地域から
担う雇用型企業「株式会社きると」の設立準備にかかわったほか、同社が
中心となった地域企業・事業所グループによる職域拡大・雇用促進策を検
討中（内閣府「社会イノベーション推進のためのモデル事業」）。就労相談
からケアマネジメントによる支援メニューの提供、職業紹介、定着支援、
事業所や企業などへの支援まで、トータルな雇用・就労サポートを目指す。

久保　厚子（くぼ　あつこ）さん
社会福祉法人 全日本手をつなぐ育成会　副理事長

長男が重度の知的障害児であったことで「親の会」の活動に参加。その後、
地域の「親の会」と「育成会」の会長など役員を歴任するとともに、合同
の活動である連合会の役員・事務局長を務め、２００５年に合併させて「育
成会」とした。これと並行して、入所施設と地域生活支援を目的に、１９９
７年に「社会福祉法人しが夢翔会」を設立し、理事長を務める。２００５年
から「滋賀県手をつなぐ育成会」理事長、２００７年から「全日本手をつな
ぐ育成会」理事、２０１１年から同副理事長を務める。

高橋　信二（たかはし　しんじ）さん 
社団法人 滋賀県社会就労事業振興センター　常務理事

１９８１年４月、社会福祉法人ひかり福祉会に就職。１９９８年１０月、社団
法人滋賀県社会就労事業振興センターを設立し、常務理事兼センター長
に就任。障害者作業所の事業振興、就労支援に取り組み、現在に至る。
滋賀県障害者自立支援協議会委員（監事）、滋賀県障害者雇用促進会議
委員、滋賀県「福祉・就労・教育連携委員会」委員（座長）、大津市子ども・
若者プラン策定検討会委員などを歴任し、行政と連携した障害者の自立支
援にも取り組んでいる。財団法人ダイトロン福祉財団、社会福祉法人バレッ
ト・ミル、ＮＰＯ法人就労ネットワーク滋賀など、多数の団体の理事を務める。

井上　邦夫（いのうえ　くにお）さん
大日本印刷株式会社　労務部長

１９８５年、大日本印刷株式会社入社。事業部総務部門および本社部門な
どを経て、２０１２年から労務部長として人事労務施策・安全衛生・福利
厚生などを管轄。ＤＮＰグループは、事業ビジョンである「Ｐ＆Ｉソリューション」
（印刷技術と情報技術の融合による課題発見・解決）により「２１世紀の創
発的な社会に貢献する」という経営理念を実現し、社会から信頼される企
業となることを目指している。ＣＳＲの取り組みに関しても「人類の尊厳と
多様性の尊重」を重点テーマの一つに掲げ、障害者雇用のみならずダイ
バーシティ推進など、さまざまな活動を展開している。


